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博
士　

ス
プ
レ
ー
カ
ン
や
カ
ー

ト
リ
ッ
ジ
ボ
ン
ベ
、
ラ
イ
タ
ー

等
分
別
せ
ず
に
集
積
所
に
出
さ

れ
て
し
ま
う
と
、
ご
み
収
集
車

が
走
行
中
、
火
災
を
起
こ
す
な

ど
非
常
に
危
険
な
の
じ
ゃ
。
ス

プ
レ
ー
カ
ン
や
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ

ボ
ン
ベ
は
穴
を
開
け
ガ
ス
を
抜

き
、
ビ
ン
の
収
集
日
に
ビ
ン
と

は
別
の
透
明
袋
に
入
れ
て
出
す

の
じ
ゃ
。
ラ
イ
タ
ー
は
カ
ン
の

収
集
日
に
カ
ン
と
は
別
の
透
明

袋
に
入
れ
て
出
す
の
じ
ゃ
。
ご

み
の
分
別
は
し
っ
か
り
守
る
よ

う
に
す
る
の
じ
ゃ
よ
。

ニ
ャ
オ
ざ
ね　

ご
み
を
出
す
時
は

き
ち
ん
と
分
別
！
よ
く
わ
か
っ

た
に
ゃ
！

博
士　

こ
こ
ま
で
「
ご
み
の
減
量

化
対
策
」
と
「
ご
み
の
分
別
」
に

つ
い
て
話
し
た
が
、
よ
く
分
っ
た

か
な
？
次
回
は
集
積
所
に
出
さ
れ

た
ご
み
が
ど
こ
へ
行
く
の
か
、「
ご

み
の
行
方
」に
つ
い
て
の
勉
強
じ
ゃ
よ
。

◆
廃
棄
物
対
策
課
（
江
南
庁
舎
）
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◆
環
境
美
化
セ
ン
タ
ー
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ニ
ャ
オ
ざ
ね　

あ
る
に
ゃ
！
当
日
会

場
に
は
人
が
い
っ
ぱ
い
で
、
大
盛

況
だ
っ
た
に
ゃ
。
ニ
ャ
オ
ざ
ね
も

お
小
遣
い
で
古
本
と
ジ
ー
ン
ズ
を

買
っ
た
に
ゃ
。
家
具
や
雑
貨
な
ど

も
販
売
さ
れ
て
い
た
に
ゃ
。

    

そ
れ
と
リ
ユ
ー
ス
と
ど
ん
な
関

係
が
あ
る
か
に
ゃ
？

博
士　

リ
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ア
で
販

売
さ
れ
て
い
た
も
の
は
、
集
積
所

に
出
さ
れ
た
ご
み
の
中
か
ら
、
ま

だ
使
用
で
き
る
も
の
を
環
境
美

化
セ
ン
タ
ー
の
職
員
が
丁
寧
に
修

理
や
掃
除
を
し
た
も
の
な
ん
じ
ゃ

よ
。
い
わ
ば
「
製
品
リ
ユ
ー
ス
」

じ
ゃ
な
。

ニ
ャ
オ
ざ
ね　

修
理
し
て
い
る
の
か

に
ゃ
。
そ
れ
は
す
ご
い
に
ゃ
！

博
士　

そ
う
じ
ゃ
な
。
フ
ェ
ア
を

通
じ
て
、
ま
だ
使
え
る
も
の
を
す

ぐ
に
ご
み
に
出
し
て
し
ま
う
の
で

は
な
く
、「
も
っ
た
い
な
い
」
と
い

う
気
持
ち
を
大
事
に
し
て
、
大
切

に
長
く
使
っ
て
い
く
よ
う
努
め
て

ほ
し
い
も
の
じ
ゃ
な
。

ニ
ャ
オ
ざ
ね　

最
後
の
リ
サ
イ
ク

ル
っ
て
い
う
の
は
、
何
度
か
聞
い

た
事
が
あ
る
言
葉
だ
に
ゃ
。

博
士　

そ
う
じ
ゃ
な
。
リ
サ
イ
ク

ル
と
は
廃
棄
物
等
を
再
生
利
用

す
る
こ
と
じ
ゃ
よ
。
原
材
料
と
し

て
再
利
用
す
る
再
資
源
化
と
、
焼

却
し
て
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
回
収

す
る
熱
回
収
の
２
種
が
あ
る
ん

じ
ゃ
。

ニ
ャ
オ
ざ
ね　

熊
谷
市
で
は
ど
ん
な

リ
サ
イ
ク
ル
を
や
っ
て
い
る
に
ゃ
？

博
士　

熊
谷
市
で
は
、
リ
サ
イ
ク
ル

活
動
推
進
奨
励
金
交
付
制
度
が
あ

り
、
利
用
で
き
る
資
源
を
集
団
回

収
す
る
団
体
に
対
し
、
回
収
量
１

（
㎏
・
ℓ
）
に
つ
き
４
円
の
奨
励
金

を
交
付
し
て
お
る
の
じ
ゃ
。

ニ
ャ
オ
ざ
ね　

集
団
回
収
す
る
団

体
っ
て
何
だ
に
ゃ
？

博
士　

自
治
会
や
子
ど
も
会
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
な
ど
で
３
１
６
団
体
が
リ
サ
イ

ク
ル
活
動
団
体
と
し
て
登
録
さ
れ

て
お
る
ん
じ
ゃ
よ
。

ニ
ャ
オ
ざ
ね　

そ
ん
な
に
た
く
さ

ん
あ
る
な
ん
て
全
然
知
ら
な
か
っ

た
に
ゃ
！
じ
ゃ
あ
何
が
対
象
品
目

に
な
っ
て
い
る
の
か
に
ゃ
？

博
士　

紙
類
、
布
類
、
金
属
類
、
ビ

ン
類
に
加
え
て
、
今
年
度
か
ら
新
た

に
廃
食
用
油
が
加
わ
っ
た
の
じ
ゃ
。

ニ
ャ
オ
ざ
ね　

廃
食
用
油
？

博
士　

う
む
。
廃
食
用
油
と
は
、

消
費
期
限
切
れ
の
食
用
油
や
使
用

済
み
の
て
ん
ぷ
ら
油
の
こ
と
じ
ゃ
。

こ
の
廃
食
用
油
を
市
内
の
２
業
者

が
回
収
し
て
お
り
、
専
用
工
場
で

再
処
理
さ
れ
、
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ

ル
燃
料（
Ｂ
Ｄ
Ｆ
）と
な
り
、デ
ィ
ー

ゼ
ル
車
の
燃
料
と
し
て
再
生
利
用

さ
れ
て
い
る
ん
じ
ゃ
。

ニ
ャ
オ
ざ
ね　

て
ん
ぷ
ら
油
か
ら
燃

料
が
で
き
る
な
ん
て
す
ご
い
こ
と

だ
に
ゃ
。

博
士　

そ
う
じ
ゃ
よ
。
そ
れ
と
、
廃

食
用
油
の
適
正
回
収
を
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
河
川
汚
染
や
大
気
汚

染
を
防
ぐ
こ
と
に
も
つ
な
が
る
の

じ
ゃ
な
。

ニ
ャ
オ
ざ
ね　
「
川
と
川　

環
境
共
生

都
市
」
を
目
指
す
熊
谷
市
に
と
っ
て
は
、

ぴ
っ
た
り
だ
に
ゃ
！
ニ
ャ
オ
ざ
ね
た
ち
も

で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
て
み
る
に
ゃ
！

博
士　

そ
の
意
気
じ
ゃ
。

ニ
ャ
オ
ざ
ね　

市
民
の
一
番
身
近

「
熊
谷
市
の
ご
み
」

　
　

ご
み
の
減
量
化
対
策
と
分
別

サ
イ
ク
ル
（
再
生
利
用
）
に
優
先

さ
れ
る
考
え
方
じ
ゃ
。
リ
デ
ュ
ー

ス
の
た
め
に
は
、
事
業
者
に
は
原

材
料
の
効
率
的
利
用
、
使
い
捨

て
製
品
の
製
造
・
販
売
等
の
自

粛
、
製
品
の
長
寿
命
化
な
ど
の
設

計
か
ら
販
売
に
い
た
る
す
べ
て
の

段
階
の
見
直
し
が
求
め
ら
れ
る
の

じ
ゃ
。
ま
た
、
消
費
者
は
使
い
捨

て
の
製
品
や
不
要
品
を
購
入
し
な

い
、
過
剰
包
装
の
拒
否
、
良
い
品

を
長
く
使
う
、
食
べ
残
し
を
出
さ

な
い
な
ど
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
全
般

に
渡
る
見
直
し
が
必
要
と
な
る
の

じ
ゃ
よ
。

ニ
ャ
オ
ざ
ね　

熊
谷
市
で
は
ど
ん

な
リ
デ
ュ
ー
ス
を
行
っ
て
い
る
の

か
に
ゃ
？

博
士　

市
で
は
使
い
捨
て
品
の
代

表
で
あ
る
レ
ジ
袋
を
削
減
す
る
た

め
、
市
内
業
者
に
協
力
を
依
頼
す

る
と
と
も
に
、
熊
谷
市
オ
リ
ジ
ナ

ル
マ
イ
バ
ッ
ク
を
作
成
し
、
啓
発

を
す
る
予
定
じ
ゃ
。

ニ
ャ
オ
ざ
ね　

ニ
ャ
オ
ざ
ね
に
も
何 

　

本
市
で
は
、
ご
み
の
分
別
の
徹
底
と
再
資
源
化
に
よ
り
、
ご
み
の
減
量
化

を
進
め
て
い
ま
す
。
今
後
も
市
民
や
事
業
者
が
一
体
と
な
っ
て
、
３
Ｒ
へ
の
取

組
み
を
更
に
拡
充
し
、
資
源
循
環
型
社
会
の
形
成
を
目
指
す
「
熊
谷
市
一
般

廃
棄
物
処
理
基
本
計
画
」
の
策
定
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
「
熊
谷
市

の
ご
み
」
に
つ
い
て
の
２
回
連
載
の
１
回
目
と
し
て
、
ご
み
の
減
量
化
対
策

と
分
別
に
つ
い
て
「
ニ
ャ
オ
ざ
ね
」、「
く
ま
博
士
」
と
一
緒
に
見
て
い
く
こ
と

に
し
ま
し
ょ
う
。

な
家
庭
ご
み
に
つ
い
て
は
ど
う
か

に
ゃ
？

博
士　

熊
谷
市
で
は
家
庭
ご
み
の

分
別
収
集
を
行
っ
て
い
て
、
大
き

く
５
種
類
に
分
け
て
収
集
し
て
お

る
の
じ
ゃ
。
燃
え
る
ご
み
、
燃
え

な
い
も
の
、
資
源
物
（
紙
類
）、

粗
大
ご
み
、
有
害
ご
み
じ
ゃ
よ
。

ニ
ャ
オ
ざ
ね　

有
害
ご
み
っ
て
名
前

が
お
っ
か
に
ゃ
い
け
ど
、
何
の
こ

と
か
に
ゃ
？

博
士　

乾
電
池
、
蛍
光
管
、
鏡
、

体
温
計
の
こ
と
じ
ゃ
よ
。

ニ
ャ
オ
ざ
ね　

そ
う
に
ゃ
の
か
。
有

ご
み
の
減
量
化
対
策

害
ご
み
も
や
っ
ぱ
り
集
積
所
に

出
し
て
い
い
の
か
に
ゃ
？

博
士　

い
や
い
や
、
こ
れ
ら
は
市

役
所
や
学
校
、
公
民
館
な
ど
に

設
置
し
て
あ
る
回
収
容
器
に
出

す
の
じ
ゃ
よ
。

ニ
ャ
オ
ざ
ね　

燃
え
な
い
も
の
っ

て
な
ん
に
ゃ
？

博
士　

熊
谷
市
で
は
カ
ン
、
ビ
ン
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
不
燃
ご
み
を

４
週
に
１
度
ず
つ
毎
週
水
曜
日

に
収
集
し
て
い
る
の
じ
ゃ
が
、
そ

れ
ら
４
種
類
の
ご
み
を
燃
え
な

い
も
の
と
い
っ
て
い
る
の
じ
ゃ
よ
。

ニ
ャ
オ
ざ
ね　

分
別
し
な
い
と
ど

う
な
る
に
ゃ
？

ご
み
の
分
別

TEL

ニャオざね くま博士の教えて！熊谷

くま博士くま博士
ニャオざねニャオざね

教えて！熊谷教えて！熊谷
の

これが大盛況の
「リサイクルフェア」だにゃ。

▲車両火災

市民活動イメージキャラクター
「ニャオざね」

TEL

不燃ごみ

カン

スプレーカン・
カートリッジボンベは
ビンの収集日に別の透明
袋に入れて出してください。

ペットボトル

か
で
き
る
か
に
ゃ
？

博
士　

例
え
ば
、　

全
国
で
展
開
し
て
い

る
、
携
帯
用
の
箸は

し

を
持

参
す
る
マ
イ
箸
運
動
が
あ
る
ん

じ
ゃ
。
ニ
ャ
オ
ざ
ね
も
実
行
し
た

ら
ど
う
じ
ゃ
。

ニ
ャ
オ
ざ
ね　

そ
れ
な
ら
で
き
そ

う
に
ゃ
。

　
　

次
の
リ
ユ
ー
ス
っ
て
何
だ
に
ゃ
？

博
士　

リ
ユ
ー
ス
と
は
、
い
っ
た

ん
使
用
さ
れ
た
製
品
や
部
品
、

容
器
等
を
再
使
用
す
る
こ
と

じ
ゃ
。
回
収
さ
れ
た
使
用
済
み
機

器
等
を
そ
の
ま
ま
、
も
し
く
は
修

理
な
ど
を
施
し
た
上
で
再
び
使

用
す
る
「
製
品
リ
ユ
ー
ス
」
や
、

牛
乳
ビ
ン
や
ビ
ー
ル
ビ
ン
等
の
様

に
、
製
品
を
提
供
す
る
た
め
の
容

器
等
を
繰
り
返
し
使
用
す
る
「
リ

タ
ー
ナ
ブ
ル
」、
回
収
さ
れ
た
機

器
な
ど
か
ら
再
使
用
可
能
な
部

品
を
選
別
し
、
そ
の
ま
ま
、
も
し

く
は
修
理
等
を
施
し
た
上
で
再

度
使
用
す
る
「
部
品
リ
ユ
ー
ス
」

な
ど
が
あ
る
ん
じ
ゃ
。

ニ
ャ
オ
ざ
ね　

熊
谷
市
で
は
ど
ん

な
リ
ユ
ー
ス
を
行
っ
て
い
る
の
か
に
ゃ
？

博
士　

ニ
ャ
オ
ざ
ね
は
、
環
境
美

化
セ
ン
タ
ー
で
春
と
秋
に
２
回

開
催
さ
れ
て
い
る
「
リ
サ
イ
ク
ル

フ
ェ
ア
」
に
行
っ
た
こ
と
は
あ
る

か
の
ぉ
？

燃えないもの 透明袋に入れて指定された日に
出してください。

ライターは
カンの収集日に別の
透明袋に入れて
出してください。ビン

「くま博士」

ニ
ャ
オ
ざ
ね　

最
近
よ
く
耳
に
す

る
、「
３
Ｒ
」
っ
て
な
ん
に
ゃ
？

博
士　

３
Ｒ
と
はR

ed
u
ce

（
リ

デ
ュ
ー
ス
）、R

eu
se

（
リ
ユ
ー

ス
）、R

ecycle

（
リ
サ
イ
ク
ル
）

の
そ
れ
ぞ
れ
の
頭
文
字
を
と
っ
た

言
葉
の
こ
と
じ
ゃ
。
循
環
型
社
会

の
基
本
と
な
る
言
葉
じ
ゃ
よ
。

ニ
ャ
オ
ざ
ね　

リ
デ
ュ
ー
ス
っ
て
何

だ
に
ゃ
？　

博
士　

リ
デ
ュ
ー
ス
と
は
、
廃
棄

物
の
発
生
自
体
を
抑
制
す
る
こ
と

で
、
リ
ユ
ー
ス
（
再
使
用
）、
リ

R
リ デ ュ ー ス

educe（発生抑制）

R
リ ユ ー ス

euse（再使用）

R
リ サ イ ク ル

ecycle（再生利用）

３Ｒ



応
募
方
法

市報クイズでは、プレゼントを提供していただける商店・企業等を募集しています。詳しくは、広報広聴課　　内線 212までお問合せください。TEL
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《今月号の問題》
次の　　　　に入る数字を、それぞれお答えください。
①第 3回子ども議会には、市内の全中学校から 2人ずつ、計　　　人
　の子ども議員が参加しました。　　　
②「裁判員制度」が、来年の
　　　	月 21日からいよいよ
　始まります。

《今月のプレゼント》
熊谷シネティアラ21ご提
供の、映画鑑賞券(1名分)
を、正解者の中から抽選
で 10人に差し上げます。

ハガキまたは Eメールに、クイ
ズの答え・住所・氏名・年齢・
電話番号・今月のテーマ「私の
生涯学習」についてのコメント
を必ず記入のうえ、12 月 22 日
( 月 ) までにご応募ください ( 一
人につき一通 )。
※コメントがないものは無効となります。
《応募先》〒360-8601	宮町二丁目 47
番地 1　熊谷市広報広聴課
　　	kohokocho@city.kumagaya.lg.jp

※当選者の発表は、映画鑑賞券の発送をもっ
　て代えさせていただきます。 今月のテーマ、「私の生涯学習」にいただいたコメントは、「おたよりパレット」や市ホー

ムページで紹介させていただく場合があります。

①
自
熊
人　

②
こ
う
な
ん　
　

◆
応
募
総
数
69
通
中
、
正
解
63
通 シネティアラ 21

筑波3-202ティアラ21ビル8階			　		048-599-222210月号
の

正解

TEL

　　　
テーマ

市報クイズ 10月号で寄せられたご意見を紹介します。

「熊谷次郎直実」
●熊谷駅前の銅像が誇らしく、知らない人には案内して	
　あげます。子どもたちにももっと直実の話を広めてあ
　げたいですね。　　　　　　　　　　　(50 代・女性 )
●熊谷市と合併して、改めて熊谷の歴史に触れてみて、内容の
　濃厚さに涙しました。出家して、蓮

れんせい

生法師になったいきさつ、
　玉津留姫の最後に行き逢ったこと等、すばらしい人物だった
　と、さらに熊谷次郎直実を好きになりました。(60 代・女性 )
●熊谷次郎直実ゆかりの寺院が、全国各地にあるとは知
　りませんでした。歴史が好きなので「直実展」も楽しみ
　にしていました。　　　　　　　　　　(60 代・女性 )
●直実というと小学校の運動会で踊った直実節を思い出
　します。それに、駅前の像を見ると、熊谷に帰ってき

　たなぁと思います。　　　　　　　　　(30 代・男性 )
●先日北九州の門司港に行きました。平家の最後を人形で
　表現した壇ノ浦合戦の展示の中に、直実公の名前があり
　ました。とても勇壮な人形でした。歴史上の存在感の大
　きさが全国区であることを認識しました。(40 代・男性 )
●僕は中学 2年ですが、国語の時間に「敦盛の最期」を勉強しま
　した。そこで、直実の素晴らしさを知りました。とっても心
　のやさしい人なんだなと思いました。熊谷に住んでいる以上、
　もっと直実について知りたいと思いました。　（10代･男性）

　本市を代表する「郷土の偉人」熊谷次郎直実は、熊谷市
民の誇りであるとのご意見が多数寄せられました。市内
には、直実ゆかりの地や史跡などが多数ありますので、
足跡を辿

たど

ってみるのもいいですね。
※おたよりパレットは、市ホームページ http://www.　
　city.kumagaya.lg.jp/ でも、更に詳しく紹介しています。

「熊谷くらしのガイド」を全家庭に配布します　　
◆広報広聴課　内線 212　

　行政サービス情報を中心に、熊谷市の観光・特産・文化財等の情報、医療
機関ガイドなど市民の日常生活に役立つ情報が盛込まれた「熊谷くらしのガ
イド」(保存版 ) が、市内の事業所・団体・医療機関等のご協力のもと、この
たび完成しました。
　この「熊谷くらしのガイド」を、市内全家庭に順次配布します。地域により、
配布時期に差がありますが、12月末までに配布を完了する予定です。お手元
に届きましたら、ぜひご活用ください。

金子兜太氏（左）と富岡市長　

　本市上之在住の日本を代表する
俳人、金子兜太氏（89歳）が平成 20
年度文化功労者に選ばれました。
文化功労者顕彰式は 11 月 4 日に
ホテルオークラで行われました。
　金子兜太氏は、昭和58年に現代
俳句協会会長に就任し、平成12年
からは同協会名誉会長として活躍
されています。そのエネルギッシュ
な創作活動は、俳句に新しい流れ
を作り出しました。
　また、様々な執筆活動や新聞、
テレビ等でも積極的に活動し多く
の人々を魅了しています。
　本市においても平成15年度熊谷
市文化功労表彰により、その功績
を讃えています。
　また、昨年、今年と夏に販売さ
れた「俳句うちわ・俳句扇子」で
作品をご提供いただき、市民の皆
さんに親しまれています。
　今年で10回目となる「金子兜太
先生が選ぶ秩父鉄道の俳句」の選
者としても活躍されています。

略 歴
昭和 53年　埼玉県文化賞
昭和 62年　紫綬褒章
平成			6 年　勲四等旭日小綬章
平成			9 年　NHK放送文化賞
平成 13年　現代俳句大賞
平成 15年　平成 14年度芸術院賞
　　　　　　熊谷市文化功労表彰
平成 17年　日本芸術院会員

※今年度の「金子兜太先生が選ぶ秩父鉄道の俳句」の応募は既に終了しました。　　　　
11 月 9 日

消防フェア　
　消防本部庁舎で、救助体験や地震体験車で地震を体験したり、楽しみながら防災意識を高める消防フェアが開催されました。今回は、ミニ消防車（写真）の完成披露もされました。　

　商工会館大ホールで、7 か国 14 人

の外国人が出場し、日本で暮らして

発見したことなどを日本語で語るス

ピーチコンテストが開催されました。

　　

　

10 月 24 日　

　戦争で犠牲になられた方々の慰霊と、世界の恒久平和を願い、追悼式が熊谷会館で行われました。　

10 月 19 日熊谷市戦没者・戦災死没者追悼式　
　桜木小学校校庭で、障害者との交流を深める「ふれあい運動会」が開催されました。おだやかな秋晴れの中、参加した皆さんは様々な競技を楽しみました。　

10 月 26 日

第 2 回こうなん祭り　　

　江南総合文化会館ピピア駐車場で開

催され、江南地域に伝わる郷土芸能の

実演や、たくさんの模擬店が出店され、

多くの来場者が楽しいひと時を過ごし

ました。　　

第 17 回ふれあい運動会　　　

追悼のことばを述べる富岡市長

11 月 9 日

外国人による
日本語スピーチコンテスト　

10 月 26 日
ＳＬの清掃奉仕　　
　荒川公園に設置されている、蒸気機関車（ＳＬ）と周辺の清掃が、鉄道ＯＢ会の会員の皆さんによって行われました。　　　

最優秀賞　ネマティ マスレ ネサ さん（イラン）
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●熊谷染小紋図案（市立熊谷図書館所蔵）

▼ P2
第 3 回子ども議会が開催
されました

▼ P4

市政ワイド
12 月 3 日～ 9 日は「障害者週間」です
ほか

▼ P6

市政情報
▼ P16
くらしの情報
催し・講習・募集・試験・スポーツ

▼ P20
くらしの相談

▼ P21
いきいき元気みんなの健康

▼ P24
文化施設情報

▼ P28
ニャオざね、くま博士の教えて！熊谷

▼ P30
金子兜

と う た

太氏が文化功労者に選ばれ
ました

▼ P32
情熱世代 夢追い人・フレッシュクッキング

特集 

「第 7 回 オ・ドーレなおざね」　歩行者天国となった国道 17 号を舞台に、市内外よりたくさんのチームが参加し素晴らしいストリートパフォーマンスを披露しました。

マニフェストの取組状況
を公表します

熊谷市文化功労者の表彰
▼ P7
人権特集

▼ P8

▼ P10

▼ P31
フォトニュース ほか
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「みんなに愛される声楽家を志す“未来の歌姫”」
県立大宮光陵高校音楽科 3年　北 裕子さん（曙町）

●寒い季節、地元のねぎの出番です！　

ねぎの揚げ餃
ぎょうざ

子風

■材料

餃子の皮　　　　1袋（25枚）
ねぎ　　　　　　2本
ツナ缶　　　　　1缶（80g）
塩・こしょう　　少々
マヨネーズ　　　50g（好みで）
油　　　　　　　適量

　ねぎのにおい成分であるアリシンは、強
い抗菌作用と抗ウイルス作用を持ち、弱っ
ている免疫力を高めます。カロテンやビタ
ミン Cが比較的多いことや、体を温め発汗
作用があることなどからカゼにも有効と言
われています。

■作り方

今月の料理人は永井太田の　荻原	弘子さん

FRESH COOKING

Oh! 地場産農産物で

フレッシュ
クッキング

yumeoi-bito

情熱世代

●

●農業振興課 (妻沼庁舎 )　　		048-588-1321

TEL

人口と世帯　●平成 20年 11月 1日現在（対前月比）
■人口　206,383 人（-87）　　男　103,340 人（-101）　　女　103,043 人（+14）　　■世帯　81,196（-60）

「市報くまがや」は、自治会を通してお届けします。また、市役所・行政センター・出張所・公民館・駅連絡所などでもお配りしています。インターネットで
も「市報くまがや」をご覧になれます。（URL)	http://www.city.kumagaya.lg.jp/　「市報くまがや」は毎月 1日（原則）に発行します。

市報くまがやは、再生紙を使用しています。

ここ point!

FAX

●健康づくり課　　　048-528-0601TEL

TEL

①ねぎを２～３ミリの小口切り
　にする。
②ツナ缶は油をきって、ねぎと
　まぜる。
　塩・こしょう・マヨネーズで
　味をととのえる。
③餃子の皮で包み、油で揚げる。

大
き
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出
会
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で「
歌
」に
目
覚
め
る

　

子
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、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
お
か
あ
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と
い
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し
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」
の
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歌
の
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え
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憧
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日
、
テ
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歌
や
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い
ま
し
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。
そ
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１
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え
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谷
少
年
少
女
合
唱
団
が

共
演
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る
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し
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す
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６
年
間
頑
張
っ
た

合
唱
団
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れ
が
私
の
音
楽
の
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点
で
す
ね
。

　

中
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、
合
唱
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属
し
ま
し
た
が
、

私
に
と
っ
て
大
き
な
出
会
い
が
あ
っ
た
の
も
そ

の
頃
で
す
。
母
校
富
士
見
中
学
校
の
大
先
輩
で
あ

り
、
私
が
尊
敬
す
る
声
楽
家
の
萩
原
み
か
先
生

が
、
合
唱
部
の
指
導
に
来
て
く
れ
た
ん
で
す
。
先

生
の
独
唱
を
聞
い
た
と
き
は
、「
す
ご
い
な
ぁ
」
っ

て
と
に
か
く
感
動
し
ま
し
た
。
本
格
的
に
声
楽
の

道
を
意
識
し
始
め
た
の
は
こ
の
頃
か
ら
で
す
ね
。

そ
し
て
、
今
の
高
校
に
進
学
す
る
こ
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決
意
し

た
ん
で
す
。

大
き
な
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を
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て

　

今
現
在
は
、
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内
で
の
演
奏
機
会
を
大
切

に
し
な
が
ら
、
来
年
の
大
学
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験
の
た
め
に

猛
勉
強
し
て
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ま
す
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に
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学
し
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ら
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に
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に
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分

自
身
に
磨
き
を
か
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い
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た
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思
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。
そ
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萩
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。
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は
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ん
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ひ
応
援
し
て
く
だ
さ
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。

※好みでカレー粉を入れてもおいしいです。

初
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て
の
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台
“
熊
谷
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”

が
分
か
ら
な
い
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に
も
「
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良
さ
が
心
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わ
っ
て
き
た
よ
」
っ
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言
わ
れ
る
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れ
し
い
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す
。
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谷
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た
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で
も
、
太
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の
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ル
で
の
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番
を
歌
い
上
げ
、
観
客
の
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か
ら
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手
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謝
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気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。

今
ま
で
の
私
に
と
っ
て
一
番
の
経
験
で
す
。

熊谷ガラコンサート終了直後の北さん（写真右）。
左は北さんが尊敬する、声楽家の萩原みかさん




